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Open Access（ＯＡ） おーぷんあくせす

インターネット上で、論文等の学術情報を誰もが無料で
利用できるようにすること

グリーンロードでない場合、利用者に無料で
アクセスを提供するためには、なんらかの方法で
出版経費等を賄う必要がある



出版費用を著者側（所属機関や資金提供者含む）が
負担するＯＡ化方法

学術雑誌のうち、
すべての掲載論文がＯＡ→フルＯＡ誌
出版費用を支払った一部論文のみＯＡ→ハイブリッドＯＡ誌

Ｇｏｌｄ ＯＡ ごーるど・おーえー



Article Processing Chargeの略。論文出版料のこと。

類義語

ＢＰＣ(Book Processing Charge：書籍出版料)

ＡＰＣ えー・ぴー・しー



大学事務と
Gold OAの接点
ある日ある大学の○○部署にて



支払内容を確認！

相手先は
●●出版社だ。
本の代金かな？

金額は…

会計担当部署編



APC額は、学術雑誌により大きく異なる

出版社/APC額(USD) From To

Elsevier 150 5,900

Springer Nature 690 5,380

Wiley 600 5,200

Elsevier. Pricing.  https://www.elsevier.com/about/policies/pricing
Springer Nature. Open access journals.  https://www.springernature.com/gp/open-research/journals-books/journals
Wiley. Article Publication Charges (APCs).   https://authorservices.wiley.com/author-resources/Journal-Authors/open-access/article-publication-charges.html

平均は2000ＵＳＤ程度と言われている

https://www.elsevier.com/about/policies/pricing
https://www.springernature.com/gp/open-research/journals-books/journals
https://authorservices.wiley.com/author-resources/Journal-Authors/open-access/article-publication-charges.html
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オープンアクセス費（論文投稿料含む） 件数

京都大学におけるオープンアクセス費
（APC）・論文投稿料

2016年度：
財務会計システムから、摘要欄に「論文投
稿料」と入力されたデータを抽出して集計。
学会参加費等、オープンアクセスにかかる
APC以外の経費を含む可能性あり。

2017・2018年度：
財務会計システムから、摘要欄に「論文」、
「オープンアクセス」、「Ｏｐｅｎ Ａｃｃｅｓｓ」の
いずれかを含むデータを抽出して集計。
論文投稿・掲載に関係しないデータは除外
しているが、APC以外の論文投稿料も含む。
集計時点での推計値につき変動の可能性
あり。

大学としての支出・・・増加中？

京都大学におけるオープンアクセス費 (APC)・論文投稿料 支払状況2016-2018 (速報版)（2019） http://hdl.handle.net/2433/245219

http://hdl.handle.net/2433/245219
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日本としての支出・・・増加中？

APC 支払推定額の推移および
各年の内訳

Clarivate Analytics社のWeb 
of Scienceデータと、独自作成の
APC価格リスト・名寄せリスト・為替
レートリスト等を用いた推計値

支払推定額の合計は、
2012年の10億円から、
2017年には32億円に増加

JUSTICE 論文公表実態調査報告 2019 年度 （公開版） https://www.nii.ac.jp/content/justice/news/2020/20200228.html

https://www.nii.ac.jp/content/justice/news/2020/20200228.html


研究支援担当部署編

英文校閲の費用を補助

あ

Ａ

国際学会での
発表費用を補助



明治大学,海外発信支援事業. https://www.meiji.ac.jp/ken_jimu/khsi/khsi.html

https://www.meiji.ac.jp/ken_jimu/khsi/khsi.html


横浜国立大学, 論文投稿支援制度. https://www.ripo.ynu.ac.jp/researcher/result/PublicationFeeSupport/

https://www.ripo.ynu.ac.jp/researcher/result/PublicationFeeSupport/


図書館編

そろそろ、来年の
電子ジャーナル契約を
検討する
時期ですね

出版社の提案の中から、
本学に合ったプランを
選びたい
ですね

ふむふむ…

安心と満足の
フルパッケージ

～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～

結局どれがベストなんだ？



1515

購読モデル

著者

投稿

出版社投稿料を課される
場合もあり 読者

（＝購読者）

ジャーナル

購読料

OA出版モデル（著者による個別支払）

著者 出版社
APC

読者
（＝万人）

投稿 論文

オープン
アクセス

（参考） 杉田茂樹. 学術コミュニケーションの動向. 平成23年度大学図書館職員短期研修. 2011年. https://www.nii.ac.jp/hrd/ja/librarian/h23/index.html



機関

OA出版モデル（機関による包括契約）

所属
著者

出版社
購読費＆
OA出版費

読者
(＝万人）投稿 論文

オープン
アクセス

非ＯＡ部分
読者

（＝購読者）



Transformative agreement
(移行契約、転換契約)の色々

Read ＆ Publish
APCと購読料の一括払い金額を算出する際、購読費の方が価格
算出のベースとなるモデル

Publish & Read/Publish & Access
出版費が価格算出のベースとなるモデル



Transformative agreement
(移行契約、転換契約)の色々

Offset Agreement
移行契約のパイロットが始まった初期の頃、APCと購読料の2重
払い回避を強く意識して使われていた呼び方

Springer Compactなど
出版社が自社のモデルにつける独自のネーミング



早稲田大.オープンアクセス論文に関わる費用の免除につきまして（CUP）. https://www.waseda.jp/library/news/2020/02/28/8289/

https://www.waseda.jp/library/news/2020/02/28/8289/


海外の動向
目的地を見定めるための参考として



Gold OAをめぐる動向には多様な側面があり、
向かうべき方向の判断基準は1つではない。



国家政策の面から：イギリス

2012年「フィンチ・レポート」の提言以降、
国としてゴールド路線によるOAを強力に推進

Jiscコンソーシアムによる機関向けOA出版モデル導入

資金助成機関から大学等へのブロックグラント

2014/2015 2015/2016 2016/2017

UKRI ブロックグラント付与額（￡） 19.8M 22.8M 14M

APC助成が行われた論文数 6,870件 9,509件 10,121件

APC助成額（￡）
（前年のブロックグラントからの繰越含む）

10.8M 15.9M 18.3M

UKRI。RCUK Open Access Block Grant analysis.August 2013-July 2017. https://www.ukri.org/files/funding/oa/rcuk-apc-returns-analysis-2016-and-2017-pdf/

https://www.ukri.org/files/funding/oa/rcuk-apc-returns-analysis-2016-and-2017-pdf/


国家政策の面から：オランダ

2024年までに国内論文100%OA化という政府目標

VSNU（オランダ大学協会)が各出版社と交渉

学長も交渉のテーブルに着く

これまでの購読料を振り替えるという考え方

Government of the Netherlands. Open Access to publications. 2014.01.21 https://www.government.nl/documents/parliamentary-documents/2014/01/21/open-
access-to-publications

https://www.government.nl/documents/parliamentary-documents/2014/01/21/open-access-to-publications


Springer Nature. [プレスリリース] シュプリンガー・ネイチャーの転換契約により、国家レベルでのオープンアクセスへの移行が実現. 2020.08.25 
https://www.springernature.com/jp/news/20200827-pr-transformative-agreements-oa-jp/18319172

https://www.springernature.com/jp/news/20200827-pr-transformative-agreements-oa-jp/18319172


OA2020

学術雑誌のOAへの転換を目指す国際的なイニシアティブ
2016年～、ドイツのマックスプランク研究所が主導

2020年までに主要学術雑誌をOAに転換することが目標

41か国138機関が関心表明に署名

日本からはＪＵＳＴＩＣＥと物性グループが署名

特徴
購読モデルを撤廃し、OA出版モデルに転換することによる

迅速・円滑なOA化の実現を主張

データやエビデンスに基づく主張

Open Access2020. https://oa2020.org/

https://oa2020.org/


OA2020, “Conceptual Framework” https://oa2020.org/wp-content/uploads/OA2020_Conceptual_Framework.pdf

市場には既に十分な資金がある、という考え方

https://oa2020.org/wp-content/uploads/OA2020_Conceptual_Framework.pdf


助成金による成果公開の面から

cOAlition S

 2018年9月、Science Europeが発表した助成機関のための

イニシアティブ

 公的助成を受けた研究成果の2021年以降即時OA義務化を

目指す

 実現のための10原則「Plan S」は、ハイブリッドOA誌への投稿

は非推奨・CC-BYライセンスでの公開がデフォルトなど

かなり強気な内容

cOalition S. https://www.coalition-s.org/

https://www.coalition-s.org/




経済的南北問題の面から

Ｐａｙｗａｌｌ（購読の壁）も、Publication wall(出版の壁) 

もあるべきではない

APCベースのＧｏｌｄ OAによらない方法の模索

ダイヤモンドOA
著者及び読者のいずれも費用負担をしないOAモデル。
学会や関係機関が費用を負担し、非営利・非APCベースで論文
をOA出版する

AmeliCA. http://amelica.org/index.php/en/home/
SciELO. https://scielo.org/

http://amelica.org/index.php/en/home/
https://scielo.org/


現状は、多様性の出現？OA運動の分断？

ジュシュー宣言「Bibliodiversityの形成を」

30
jussieu call for open science and bibliodiversity. https://jussieucall.org/jussieu-call/

https://jussieucall.org/jussieu-call/


購読費逼迫の面から
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電子書籍
図書
対大学総経費比率

大学図書館資料費の推移 1975～2018年(xlsx) 2020.10.2更新. https://www.nii.ac.jp/content/justice/documents/expenditure2020.xlsx
(文部科学省「学術情報基盤実態調査」を基に，JUSTICE事務局で作成したグラフ)

https://www.nii.ac.jp/content/justice/documents/expenditure2020.xlsx
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/
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Business & Economics Military & Naval Sciences
Education Psychology
Sociology Social Sciences
Political Science Recreation
Library Science Anthropology
Law Arts & Architecture
History General Works
Philosophy & Religion Language & Literature

価格
（US$）

2012年から2020年までの"Library Journal"に掲載された"Periodicals Price Survey"による。https://www.nii.ac.jp/content/justice/documents/JournalPrice_2020.pptx
2016年以前は母数が異なるため，値は参考値。 〔JUSTICE事務局作成〕

https://www.nii.ac.jp/content/justice/documents/JournalPrice_2020.pptx


現在地と目的地の
再確認



自機関は、APCにいくら支払っているのか？

著者所属機関別の集計（2017）

フルOA誌 フルOA誌以外 合 計
順
位 機関名 公表論文数 OA論文数 APC支払推定額 OA論文数 APC支払推定額 OA論文数 APC支払推定額 OA率

1 東京大学 3,857 595 ¥115,455,167 664 ¥114,132,594 1,259 ¥229,587,761 32.6%

2 京都大学 3,136 457 ¥89,016,229 443 ¥75,262,362 900 ¥164,278,591 28.7%

3 東北大学 2,321 310 ¥58,055,106 370 ¥54,487,626 680 ¥112,542,732 29.3%

4 大阪大学 2,175 351 ¥65,666,578 375 ¥62,652,112 726 ¥128,318,690 33.4%

5 北海道大学 1,939 268 ¥50,524,296 294 ¥38,975,584 562 ¥89,499,880 29.0%

論文公表実態調査報告 2018年度（公開版）https://www.nii.ac.jp/content/justice/documents/2018_ronbunchosa.pdf

https://www.nii.ac.jp/content/justice/documents/2018_ronbunchosa.pdf


科学技術振興機構（JST）
 オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関する

JSTの基本方針（2017.4）

 「全ての研究成果論文を、原則としてオープンアクセスの対
象とする。」

助成団体の方針

オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関するJSTの基本方針（PDF：115KB)https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/policy_openscience.pdf

https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/policy_openscience.pdf


日本学術振興会（JSPS）

 科研費論文のオープンアクセスにかかるリーフレット

（内容はHPで公開）

 科研費の助成を受けて執筆した論文のオープンアクセス化を推奨

日本学術振興会. https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/08_openaccess/index.html

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/08_openaccess/index.html


大学としての方針

OAポリシー・実施要領を公開している大学の例

大阪市立大、大阪府立大、岡山大、沖縄科学技術大学院大、
金沢大、京都大、九州大、神戸大、国際日本文化研究セン
ター、島根大、国立極地研究所、千葉大、筑波大、電気通信
大、東京外国語大、東京歯科大、東北大、徳島大、名古屋工
業大、名古屋大、一橋大、広島大、北海道大、北陸先端科学
技術大学院大、横浜国立大

JPCOAR. オープンアクセス方針・実施要領 リンク集.https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/index.php?page_id=53

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/index.php?page_id=53


北海道大学オープンアクセス方針. https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/oa-policy.jsp?&lang=ja&locale=ja

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/oa-policy.jsp?&lang=ja&locale=ja


関連団体の動向

電子ジャーナル検討部会

ジャーナルによる研究成果の受発信に係る事項を議論

JUSTICE（大学図書館コンソーシアム連合）

2011年4月1日設立，全国の国公私立大学、共同利用機関、省庁大
学校548館（2020年6月1日現在）

出版社交渉を通じた電子リソースの購入・利用条件の確定が主業務

これまでは、購読モデルに係る交渉が中心

文部科学省 科学技術・学術審議会情報委員会ジャーナル問題検討部会 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu29/001/index.html
大学図書館コンソーシアム連合 https://www.nii.ac.jp/content/justice/

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu29/001/index.html
https://www.nii.ac.jp/content/justice/


2019年3月、OA出版モデル実現までの移行期を乗り越える道筋
を明らかにするため、ロードマップを策定

2019年8月、CUPとRead＆Publishモデル提案に初めて合意



OAの流れは確実に流量を増している。

Gold OAが唯一の解ではないが、
大学として何を目指し、どのような対応をとるのか、
検討したうえで選び取る段階に来ている。



ご清聴
ありがとうございました
y.tomomi@lib.hokudai.ac.jp
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